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「心のバリアフリーノート」作成検討会について 

 

平成３０年１１月８日 

初等中等教育局長決定 

 

１．趣旨 

 平成 29年 2月 20日、ユニバーサルデザイン 2020関係閣僚会議において「ユニバーサルデザイ

ン 2020 行動計画」が取りまとめられ、様々な心身の特性や考え方を持つすべての人々が相互に理

解を深めようとコミュニケーションをとり、支え合う「心のバリアフリー」を実現するために、政

府が行うべき施策がまとめられた。 

 その中で、学校教育において「心のバリアフリー」の教育を展開するための具体的施策として、

次期学習指導要領の全面実施に先行して、すべての子ども達に「心のバリアフリー」に関する理解

を深めるため、自分ごととして受け止め、活きて働く知識や経験とするための「心のバリアフリー

ノート（仮）」の作成を検討することについて明記された。 

 このことを踏まえ、「心のバリアフリーノート」の作成に向けた検討を行う。 

 

２．検討事項 

 「心のバリアフリーノート」の構成及び内容等について検討する。 

 

３．実施方法 

（１）別紙の有識者において、「２．検討事項」に掲げる事項について意見交換を行うものとする。 

（２）必要に応じて、別紙に掲げる者以外の者にも協力を求めるほか、関係者の意見等を聞くこと

ができるものとする。 

 

４．実施期間 

 平成 30年 11月 20日から平成 31年 3月 31日まで 

 

５ 庶  務 

 検討会議に関する庶務は、初等中等教育局特別支援教育課の協力を得ながら、初等中等教育局教

育課程課において処理する。 
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「心のバリアフリーノート」作成検討会 委員名簿 

 

 

委員 

稲垣 孝章   東松山市立松山第一小学校校長 

 

 岩崎 俊雄   社会福祉法人全国社会福祉協議会 全国社会福祉法人経営者協議会相談役 

 

大友 きか子  宮城県岩沼市立岩沼中学校教諭 

 

小田 誠    入間市教育委員会教育部副参事 

 

木村 加代子  全国特別支援教育推進連盟 

（全国特別支援学校知的障害教育校ＰＴＡ連合会会長） 

 

久保山 茂樹  独立行政法人国立特別支援教育総合研究所インクルーシブ教育システム推進

センター総括研究員 

 

佐藤 寿美恵  秋田県にかほ市立象潟中学校教諭 

 

下里 鮎乃   日野市立教育委員会指導主事 

 

三川 俊樹   追手門学院大学大学院心理学研究科教授 

        追手門学院大学心の教育研究所所長 

 

守田 久美   兵庫県立猪名川高等学校教諭 

 

 

オブザーバー 

 加藤 晴喜   厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興室室長補佐 

 

五十音順 

（平成 30年 10月１日現在） 

（別紙） 


